
２
０
０
７
年
度
も
皆
さ
ん
充
実
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
へ
は
出
前
講
座
に
出
か

け
、
湿
原
を
中
心
と
し
た
環
境
保
全
や
動
植
物
の
話
を
し
て
地
域
の
自
然
遺
産
を
知
っ
て
い

っ
し
ょ
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
「
湿
原
は
植
物
だ
け
で
な
く
昆

虫
や
動
物
が
関
係
し
て
い
る
。
本
物
の
蜘
蛛
が
す
ご
か
っ
た
！
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
湿
原
の
で
き
方
や
コ
ケ
の
大
切
さ
も
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
で
は
季

節
ご
と
に
咲
く
花
や
草
を
観
察
し
、
特
徴
も
学
習
し
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で
も
季
節
ご
と
に

違
う
湿
原
に
感
動
し
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
案
内
は
「
駒
止
湿
原
案
内
の
会
」
へ

依
頼
し
、
連
携
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
互
い
に
で
き
る
所
を
補
い
な
が
ら
会
員
同
士

の
交
流
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
の
手
紙
や
観
察
の
新
聞
も
届
き
子
供
た
ち
と

の
交
流
も
広
が
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
保
全
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
も
進
行
中
で

す
。
何
度
も
何
度
も
検
討
を
重
ね
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ジ
は
大
橋
さ

ん
を
中
心
に
検
討
を
重
ね
商
品
化
が
実
現
し
そ
う
で
す
。
今
後
、
活
用
や
頒
布
、
販
売
の
計

画
を
み
な
さ
ん
と
考
え
る
計
画
で
す
。
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

６月、交流会＆ゴミ拾い。

ひめさゆり群生地と宮床湿原。ひめ

さゆり祭りではスポーツ民謡が！

県内新聞社の「あなたが選ぶ

福島の遺産百選」に南会津町では駒

止湿原、尾瀬（帝釈山・田代山含）、

祇園祭、南会津郡役所が選ばれま

した。この選定では応募数だけでなく

応募者の選んだ理由や価値も大切に

議論されたと聞いています。ご応募さ

れた皆さんありがとうございます。し

かし、たとえ選ばれなくても南会津の

自然遺産はすばらしいものばかり。そ

してそれに気づくのが大切です。

田島小５年７月、湿原の成り立ち

や昆虫との関係を学習。コケ見本

や不思議な虫も登場！昨年度製作

のビデオも活用。→

中にいる虫は？

今年度田島小５年生は駒止や尾瀬

に観察に出かけ地域の自然遺産や

環境について学習。１０月、湿原や

環境につい調べ学習したことを発

表。湿原や省エネ新聞も作りました

針生小学校全校児童と
夏の駒止湿原

６月、田代山・山開き

あいにくの雨でした

が登りました。珍しい

植物や木道を観察。山

頂にはまだ雪が。

守る会と案内人に届いた

手紙と駒止新聞・針生小

平
成
１
９
年
２
９
番
目
の
国
立
公
園
と
し
て
尾
瀬
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で
最
も
新
し
い
国
立
公
園
で
す
。
そ
し
て
尾
瀬
国
立
公
園
に
は
会

津
駒
や
南
会
津
町
の
田
代
山
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
す
ま
す
観
光
と
保
全
に

つ
い
て
の
対
策
が
必
要
で
す
。
子
供
た
ち
も
学
習
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

大
人
も
周
り
の
人
に
話
せ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
学
習
し
た
い
で
す
。

宮床ではハッチョ

ウトンボに会いま

した。

湿原や森林との関係を正しく知り、今後も活動につな

げることと、地域の皆さんと一緒に学習するために講

演会を開催いたします。どなたでも参加できます。

お誘い合わせのうえ、ご参加ください。また終了後、

先生との交流会も予定。参加自由です。

日時：３月９日（日）午後２時～

場所：南会津町御蔵入交流館多目的ホール

演題：湿原とブナ、森のおいたち

講師：谷本丈夫先生 （入場無料）

元宇都宮大学農学部教授。

現 NPO 法人日本樹木育成研究会理事長

「残されている緑を大切にし、緑豊かな社会の構築に

貢献したい。ＨＰより」

「尾瀬国立公園誕生で南会津は注目されています。南

会津地域の湿原とブナの深い関係や森についてお話

します。当日会場でお待ちしています。」

１２月、リーフレット、バッジ検

討会。双苞ズバショウを元にバッ

ジ・ストラップ試作品完成！

かわいいデザイン。商品化と活用

法を検討中。皆さんからも

活用・販売法を募集します。
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針生小は年 3 回観察を実施

バッジ商品化 商品発表会 は

3月 9日、講演会、同日に

2 月バッジ･ストラップ商品試作品が出来

上がりました。各 1個 1500 円です。

今後、多方面にお知らせしながら有効に

活用したいですね。３月９日発表（袋裏

には湿原や水芭蕉の説明と入山注意が）

５月、総会で。保全や教育のリーフ

レットやバッジ作りを決定。６月、

県のサポート事業に採択。

先生の著書 数多くのフォー

ラムで講師を

便利さを求める中の保護は容易でない。自然との

共生が大切。今後の環境保護に役立てたい。

6 月 東北電力出前講座。所員の

皆さんも会員。湿原ができるまで

の過程・コケの大切さ・湿原の内

外の食物連鎖。蜘蛛にもびっくり

この活動は福島県地域づくり総合支援事業のサポートを受けています

御
礼
現
在
も
会
へ
協
賛

が
届
い
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

講師：君島、平野、長内

児童ら作成の駒止新聞・田島小

秋。コケがみずみずしくふ

かふかできれいでした。

活動は南会津町の湿原を守る会で検索！またはこちらから→http://tajimacatv.fiw-web.net/minamiaidu_machino_shitugenwomamorukai.html


